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Abstract 


To dete-mine the vector mosquitoes of Dirofilaria immitis in Nagasaki City, field 
observations were carried out at three districts of the City, No. 1 was situated in urban 
environment, No. 2 suburban and No. 3 rural. The natural infection with developing and 


* と の 研究 の 一 部 は 咽 和 4 年 度 科学 研究 費 科 助 金 CEA) に よっ た 。 
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mature filarial larvae in mosquitoes which were collected by dog-baited-traps, human- 
baited-traps and light traps, were observed in 1968 and 1969. In the No. 1 district(urban), 
where microfilarial prevalence of house dogs was 35.7%; 9 mosquito species were trapped. 
Of these, Culex pipiens pallens was the most predominant, and Aedes albopictus was 
also numerous. Natural infections were found in 38 females (1.8%) of C. p. pallens and 
9(3.2%) of Ae. albopictus. In the No. 2 district (suburban) with microfilarial prevalence of 
43.9%, 12 species of mosquitoes were trapped. Of these, C. p. pallens, Anopheles sinensis, 
Armigeres subalbatus and Ae. albopictus were considerably numerous, Natural infections 
were found in 4(0.5%) of C. p. pallens and 2(0.3%) of Culex tritaeniorhynchus summorosus. 
In the No. 3 district (rural) with microfilarial prevalence of:38.925, 14 species were trapped. 
Among them, C. £. summorosus, Ar. subalbatus, Ae. albopictus and An. sinensis were rather 
numerous. Natural infections were in 16(5.5%) of Ae. albopictus, 3(0.5%) of C.t. 
summorosus, 2(2.4%) of C. p. pallens and 2(1.4%) of Aedes vexans nipponii. In view of 
the results of the present study, C. p. pallens would be the most important vector of 
the canine heartworm in Nagasaki City. Ae. albopictus may be the secondary important 
vector in the City. C. t. summorosus and Ae. vexans nipponii may also have some bearing 
on the transmission of the disease. Aedes fogoi, which is highly susceptible to the 
parasite, seems to have no relation to the actual transmission of the disease, at least in 


Nagasaki City, because this mosquito is very scarce in the City. 
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AIT 43 a PICO A PRA HR I ICI 5 SEE 
に つい て は 井上 (1936, 1937) , Keegan È (1967) 
及び Intermill 5 (1970) の 実験 結果 が 報告 され て 
いる が , 野外 採集 政 の 自然 感染 の 実態 に つい て は 曹 か 
に Keegan ら (1967) の 高知 市 及び その 隣接 地域 で 
の 調査 結果 が 報告 され て いる の み で , て の 寄生 虫 の 実 
際 の 伝 震 下 が どの 表 種 で ちあ る か は まだ 明らか に され て 
いな い . 

著者 ら は 犬 糸 状 虫 の 濃厚 浸 淫 地 の 一 っ (末永 他 , 
1971) で ある 長崎 市 内 で , その 伝 朝明 を 明らか に する 
た め に , て の 地方 で 採集 され る 主 な 暴 種 に つい て の 感 
染 実 験 と , 野外 採集 敷 の 自然 感染 の 調査 を 行なっ た . 
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と の 中 , PW 8 種 に つい て の 感染 実験 の 結果 は 既に 
報告 (Rk, 1972 a, b, 1973) し た の で , ARCU. 
野外 で 種々 の 方 法 に よっ て 採集 され た 昌 の 犬 糸 状 虫 幼 
虫 に よる 自然 感染 の 調査 結果 に つい て 述べ , 長崎 市 内 
(に お ける 主要 伝搬 敷 に つい て 考察 し た い . 

格 を 進め る 前 に , て と の 研 究 の 指導 を し て 下さ っ た 恩 
m, 大 森 南 三郎 名 営 教授 並び に 御 助 言 を いた ゞ いた 長 
崎 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 の 和田 義人 教授 に 厚く お礼 . 
IRL EUH S. また , て の 調査 に 御 協力 いた ゞ いた 長崎 
市 中 央 保健 所 試験 研究 係 (当時 の 害虫 試験 室 ) OR 
に 対し て も 深く 感謝 する . 


調査 の 場所 と 方 法 


第 1 図 は 1968 年 の 調査 結果 ( 未 永 他 , 1971) に も と 
Tuc, 長崎 市 内 の 各地 区 信 お ける 飼 大 の 仔 虫 保有 率 
を 10 多 健 に まとめ て 示し た も の で , [T 3S1 
以上 の 高 浸 淫 地 区 の 中 か ら 市 街 地 の 坂本 地区 (No. 1, 


SR OT RRA 35.7%), 市 街 地 と 農村 と の 中 間 的 
な 矢上 地区 (No. 2, 仔 躍 保有 率 43.9 包 ) 及び 農村 の 
EIEH (No. 3, [fuU H3R58.922) の 3 つ を 選 
ん で それ ぞ れ 1 ヵ所 で 政 の 採集 を 行なっ た . と の 中 , 
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Fig. 1. A map of Nagasaki City showing locations for mosquito collections, together 
with the microfilarial prevalence of house dogs with Dirofilaria immitis in each of 42 
districts of the City (after Suenaga et al., 1971). Mosquitoes were collected at 3 loca- 


tions ; No. 1 was situated in urban environment, No. 2 suburban and No. 3 rural. 


市 街 地 区 で は 長崎 大 学 無 帯 医学 研究 所 の 東側 の 崖 の 上 前 に は アカ イエ カ の 発生 が 可能 な 下水 溝 や .、 オオ クロ 
(に ある 動物 舎 の 側 で ライ トト ラッ プ に よる 終夜 連日 採 ヤブ カ が 時 々 発生 する 若 の 不 完全 な 汚水 浄化 槽 等 が あ 
集 と 感染 犬 陣 トラ ッ プ に よる 毎週 — 2 回 の 終夜 採集 っ た . 市 外地 と 農村 と の 中 間 的 な 和 天上 地区 で は 人 家 の 
を 行なっ た . と の 動物 舎 は 周囲 を 畠 と 敷 に 囲ま れ て い 最も 密集 し た 町 並 の 裏通り に 隣接 し た 神社 の 境内 で 感 
T, GACH 1 頭 , 豚 2 頭 , 犬 , 獲 そ れ ぞ れ 数 頭 , BRR PY TF ROAM Fy TICK ORBEA, 
581023 AAR BENDS, また 舎 の 外側 に 並べ た 大 と の 培 内 か ら 約 20 就 離れ た 長崎 市 役所 東 長 崎 支 所 の 庭 
小屋 で は 10 頭 内 外 の 犬 が 常時 飼 わ れ て いた . 附近 に 水 で ライ トト ラッ プ に よる 採集 を 行なっ た. 神社 の 境 
田 は な か っ た が , 動物 舎 の 周辺 部 に は ヤブ カ 類 の 発生 Nod CLARK, と と に は ヤブ カ 類 の 発生 が み ら 


(に 適当 な 空 向 , ASS BEL THO, 約 100m OG tic. と の 地点 か ら 約 10 災 の 範囲 に は 道路 添い に 側溝 
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が あり , と と で は し ば し ば アカ イエ カ の 発生 が み ら れ 
た . 水田 地帯 まで は 約 500m あ っ た . また , WE X 
所 は 国道 34 号 線 に 面 し た 表通り の 町 並 の 略 中央 に あっ 
た が , 近く に は アカ イエ カ の 発生 可能 な 側溝 が あり , 
また 約 500 災 離れ て いる 水田 地帯 を 屋 並 の 間 か ら 見 遂 
す と と が で きた . 農村 の 土井 首 地 区 で は 竿 の 浦 部 落 の 
感染 犬 を 飼っ て いる 人 家 の 庭 先 に ライ トト ラッ プ を 設 
EL, と の 人 家 に 隣接 し た 竹 敷 の 中 で 感染 犬 陣 ト ラッ 
TRUAND t 7 » TERELTE. 回 毅 の 採集 を 行 
な っ た . 

矢上 , IPS OMWEK COMO REAM ic Ale 
トラ ッ プ の 場合 に は 16 時 か ら 21 時 まで , ライ トト ラッ 
プ の 場合 に は 18 時 か ら 翌 朝 7 時 まで 毎週 1 回 実施 し 
た . 帆 の 採集 に 使用 し た 犬 及 び 人 咽 ト ラッ プ は 市 販 の 
4 &CEmolIE C, その 1 カ所 を 縦 に 裁断 し て 開き 麗 
DitAO ELMS SEOCHD, ライ トト ラッ プ は 
ブラ ッ ク ラ イト を 使用 し た ノ ザ ワ 捕 虫 機 NH-5 型 で あ 
る . RROA bF y 7 CREA NMI PIC 
クロ ロホ ルム で WES 麻酔 し て 種類 を 同定 し , IVER 


BL 


og 達 也 


に 入れ て コル ク 栓 を し , ビニ ー ル の 袋 に 入れ て これ を 
ドラ イア イス を つめ た ジャ ー( に 収容 し , 研究 室 へ 持 帰 
っ て , 一 20°C の フリ ー ザ ー 中 に 保存 し た . また , 7 
イィ トト ラッ プ で 採集 し た 青 は その まま 研究 室 へ 持 帰 り , 
クロ ロホ ルム で 麻酔 し て 種類 を 同定 し , MERTCAN 
て 密栓 し , 更に と れ を ビニ ー ル 袋 に 入れ て フリ ー ザ 
ー 中 に 保存 し た . と れ ら の 保存 則 の 中 , 犬 及び 人 陣 ト 
ラッ プ に よる 採集 政 は その 大 部 分 を 。 ラ イト トラ ッ プ 
に よる 採集 致 は その 一 部 を 後日 双 眼 実体 顕微 鏡 下 で 誠 
検 し て フィ ラリ アア 幼虫 保有 状況 を 調べ た . その 場合 

採集 当日 昭 に 使用 し た 感染 犬 か ら 吸 邊 し た も の は その 
大 部 分 が Ta 期 ( 未 氷 , 1972 a) の フィ ラリ ア 幼 虫 を 
保有 し て いた の で , それ より 前 に 感染 を うけ て いた も 
D, 即ち Ic 期 以 上 に 発育 し た 幼虫 を 保有 し て いた 第 
の み を 自然 感染 故 と みな し た . 骸 の 採集 は 1968 年 及び 
1969 年 の 2 年 間 に わ た っ て 行なわ れ た が , THOM 
の 割 検 は 1968 年 か ら 197}1 年 に わた っ て 行なわ れ た - 今 
回 の 実験 に より , -20?C の フリ ー ザ ー 中 保存 し て お 
いた 殿 は 2 年 後 で も 十分 剖検 に 車 え る と と が わか っ た . 


調査 成績 及び 考察 


1. 長崎 市 の 市 街 地区 で 採集 され る 典 の 種類 と 
犬 フ ィ ラ リア 自然 感染 
第 1 表 は 市 街 地 区 で 1968 年 と 1969 年 の 2 年 間 , 5 月 
2^ 510 €x cos Rc SE à dvd RES C TE 
EAE ERIC GET LCR LIKES OCHS. と の 


Table 1. 


表 か ら わ か る よう に , 2 年 間 に 感染 犬 を 誘引 湖 と し た 
トラ ッ プ 及び ライ トト ラッ プ で 控 集 され た 収 の 種類 数 
は 9 種 で ある が , そ の 中 で アカ イエ カ が 正 倒 的 に 多い の 
が て と の 地区 の 特徴 で ちる と 思わ れる . coc 
ラッ プ で は ヒト スジ シマ カ も か な り 控 集 さ れ て いる . 


Species and numbers of female mosquitces collected by two methcds at No.1 


district (urban) of Nagasaki City from May to October in 1968-1969. 


ee ce ÀÉÓÓ OC C ("Án a 


Method (No. of collections) | 


Dog-baited-trap (79) 


Light trap (324) 


ーー No. & % Of mosqs. 


Species 。 . MP. No. % No, % 
Anopheles sinensis 5 0.4 | 232 4.3 
Culex pipiens pallens 1,098 80.8 4 977 92.5 
C. tritaeniorhynchus summorosus 20 1.5 ; 71 1.3 
C. pseudovishnui i 0.1 | 4 0.1 
C. bitaeniorhynchus 1 0.1 | 6 0.1 
C. vorax 1 0.1 | 3 0.1 
Ae. albopictus 156 11.5 16 0.3 
Ae. vexans nipponii 6 0.4 27 0.5 
la subalbatus 71 5.2 | 43 0.8 

1,359 100.0 | 8,879 100.0 


Total | 


Table 2. 
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Natural infecticn with developing and mature larvae of Dirofilaria immitis in female 


mosquitoes collected by a dog-baited-trap and a light trap at No. 1 district (urban) 
of Nagasaki City in 1968-1969. は 


No. of mosquitces 


es = ES , 07 
Mosquito species infected | 4 
| dissected - — — Fe ep ee Sti i POC ELON 
: © Ie IccId Id Ila IIb Ib Total 
Anopheles sinensis 37 | 
Culex pipiens pallens 2,074 | 18 2 3 11 38 1.8 
C. tritaeniorhynchus summorosus 41 | 
C. pseudovishnui | 1 
C. bitaeniorhynchus 1 
C. vorax 2 
Ae. albopictus 157 2 1 1 1 5 3.2 
Ae. vexans nipponii 20 l 
Armigeres subalbatus 73 | 
Le ae ーー で ドー ここ ーー この — S Lec ee. Lees 5 8 fu 
Total 2,406 | 20 1 3 3 12 43 1.8 


と れ ら の 採集 骸 の 中 , Xiürvvcitbanieeo 
の 大 部 分 と , ライ トト ラッ プ プ 採集 暖 の 


BARKS OLMRLTRTI 
感染 の 有無 を 調べ た . その 結果 は 第 Kicariuly で 
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9RE2406f8 [KD ER EX OO Hm, Tc 期 以上 に 発育 し た フィ 
ラリ ア 幼 虫 を 保有 し て いた の は アカ イエ カ の 2074 


中 38 個 体 (1.8 ク ) と ヒト スジ シマ カ の 157 


固体 


同体 中 5 個 


体 (5.2 2) の 2 種 の み で あっ た . と の 中 , 感染 幼虫 


Table 3. 


保有 麗 は アカ イエ カ 11 個 体 , ヒト スジ シマ カ 1 個体 の 


と の 結果 か ら , 市 街 地 区 に お け 


る 犬 フ ィ ラ リア の 主要 伝搬 刺 は アカ イエ カ で ,。 ヒト ス 

ジ シ マカ も 副 次 的 な 役割 を 果して いる も の と 思わ れる . 

2. 長崎 市 の 市 街 地 と 農村 と の 中 間 的 な 地区 で 採集 
され る 遇 の 種類 と 犬 フ ィ ラ リア 自然 感染 

第 3 表 は 長崎 市 の 市 街 地 と 農村 と の 中 間 的 な 矢上 地 

区 に お ける 敷 の 採集 成績 を 未 し た も の で ある . と と で 


Species and numbers of female mosquitces collected by three methcds at No. 2 


district (suburban) of Nagasaki City from June to October in 1968-1969. 


Method (No. of collections) , Dog-baited-trap (23) |Human-baited-trap(23) Light trap (52) 


Bu e ONG 4 No. % No. の 
Anopheles sinensis 32 3.3 i 86 3.6 | 745 26.1 
An. sineroides 4 0.4 | 0 - | 2 0.1 
Culex pipiens pallens 164. 17.1 | 182 9.7 1,253 43.8 
C. tritaeniorhynchus summorosus 87 9.1 | 100 5.4 492 17.2 
C. pseudovishnui | 4 0.4 | 8 0.4 | 26 0.9 
C. bitaentorhynchus i 1 0.1 1 0.1 | 14 0.5 
C. mimeticus | 1 0.1 0 - | 0 - 
C. vorax | 2 0.2 0 = 0 - 
Aedes albopictus 161 16.8 428 22.9 9 0.3 
Ae. vexans nipponu 44 4.6 33 1.8 269 9.4 
Ae. japonicus 1 0.1 0 - 0 - 
Armigeres subalbatus 459 47.8 1,048 56.1 49 1:7 

Total 960 1,868 100.0 | 


100.0 
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Table 4. 
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Natural infection with developing and mature larvae of Dirofilaria immitis in 


female mosquitoes collected by three methods, a dog-baited-trap, a human-baited-trap 
and a light trap, at No. 2 district (suburban) of Nagasaki City in 1968-1969. 


L— u———À P Ó——— ep 


No. of mosquitoes 
% 
Mosquito species | infected 
dissected infection 
| Ic Ib | Total 
Anopheles sinensis 401 | 
An. sineroides 6 | | 
Culex pipiens pallens 783 | 4 | 0.5 
C. tritaeniorhynchus summorosus 609 | 2 | 2 0.3 
C. pseudovishnui 35 | | 
C. bitaeniorhynchus 9 | 
C. mimeticus 1 | 
C. vorax 12 | | 
Ae. albopictus 342 | | | 
Ae. vexans nipponii 135 | 
Ae. japonicus 1 | 
Armigeres subalbatus i 1,147 | | 
Total 3, 481 4 2 | 6 0.2 


RRS NWS, TOHRKRROAM hb Fy TE 
は オオ クロ ヤブ カ , ア カイ エ カ 及 び ヒ トス ジ シ マカ が , 
また ライ トト ラッ プ で は アカ イエ カ , シナ ハマ ダラ カ 
及び コガ タ ア カイ エ カ が 比較 的 多かっ た . と の 地区 で 
採集 され た 下 の 犬 フィ ラリ ア 幼 虫 に よる 自然 感染 の 状 
況 は 第 4 表 に 示す 通り で ある . 即ち 12 種 3481 個 体 の 昼 
検 表 の 中 , Tc 期 以 上 に 発育 し た 犬 フ ィ ラ リア 幼虫 を 
保有 し て いた も の は アカ イエ カ 783 個 体 中 4 個体 , コガ 
タ ア カイ エ カ 609 個体 中 2 個体 , 合計 6 個体 の み で あ 
っ た . と の 中 , コガ タ ア カイ エ カ 2 個体 は 何れ も 感染 
幼虫 を 保有 し て いた . 従っ て , 市 街 地 と 農村 と の 中 間 
的 な 地区 で は 少な く と も アカ イエ カ と コガ タ ア カイ エ 
カ の 2 種 が 犬 フ ィ ラ リア の 伝搬 に 多少 と も 関係 し て い 
る と と が 明らか に な っ た . 

3. 長崎 市 の 農村 地区 で 採集 され る 軸 の 種類 と 

犬 フ ィ ラ リア 自然 感染 

農村 地区 の 竿 の 浦 部 落 に お ける 融 の 採集 成績 は 第 5 
表 に 示さ れ て いる . と の 部 落 で は 14 種 も の 遇 が 採集 さ 
れ た が , その 中 で 犬 及 び 人 陣 ト ラッ プ で は オオ クロ ヤ 
ブ カ と ヒト スジ シマ カ が , ライ トト ラッ プ で は コガ タ 
アカ イエ カ と シナ ハマ ダラ カ が 比較 的 多かっ た . と と 
で の 犬 フ ィ ラ リア 幼虫 に よる 自然 感染 は 第 6 表 に 示す 
よう に アカ イエ カ 84 個 体 中 2 個体 ,。 コガ タ ア カイ エ カ 
654 個体 中 3 個体 ,. ヒ トス ジ シ マカ 292 個 体 中 16 個 体 , 


キン イロ ヤブ カ 142 個体 中 2 個体 の 合計 23 個 体 に み ら 
れ た が , て の 中 感染 幼虫 保有 敷 は アカ イエ カ と キン イ 
ロ ヤ ブ カ の それ ぞ れ 1 個体 の み で あっ た . 

向 ,。 と と で は ヒト スジ シマ カ に Tc Mella 期 の フ 
ィ ラ リア 幼虫 を 同時 に 保有 し て いる 個体 が 発見 され た 
23, と の 没 種 の 場合 に は 同時 に 感染 し た 場合 で も フィ 
ラリ ア 幼 虫 の 発育 が か な り 不 揃い じ に な る と と が 感染 実 
験 に よっ て 明らか に され て いる (Kk, 1962, b) の 
€, 同時 に 感染 し た も の か ある い は 重複 感染 に よる も 


"の か 不明 で ある . と と で の 感染 幼虫 保有 胃 は アカ イエ 


カ と キン イロ ヤブ カ の それ ぞ れ 1 個体 の み で あっ た . 

以上 の 結果 か ら 農 村 地 区 に お いて は 自然 感染 の み ら 
NEADON, 即ち アカ イエ カ , コガ タ ア カイ エ カ , 
ヒト スジ シマ カ 及 び キ ン イ ロ ヤ ブ カ が 多少 共 犬 フィ ラ 
リア の 伝搬 に 関係 し て いる も の と 思わ れる が , TOM 
個体 数 が 比較 的 多く , し か も 自然 感染 率 が 高い ヒト ス 
ジ シ マカ は その 発生 地 附近 で は か な り 重 要 な 伝搬 四 で 
ある よう を だ 思わ れる . 

4. 三方 法 で 採集 され た 遇 の 犬 フィ ラリ ア 幼 虫 に よ 

る 自然 感染 率 の 比較 

採集 方 法 が 異な る 場合 , 採集 され た 四 の 犬 フ ィ ラ リ 
了 幼 虫 に よる 自然 感染 状況 が 異な る か どう か を 知る た 
め に , 今回 の 章 検 政 を 採集 方 法 別に まとめ て 自然 感染 
率 を 比較 し て みた . その 結果 は 第 7 表 に み ら れ る よう 


EAE OR AU "n 


Table 5. Species and numbers of female mosquitoes collected by three methods at No. 3 
district (rural) of Nagasaki City from June to October in 1968-1969. 


Method (No. of collections) | Dog-baited-trap (30), Human-baited-trap (30); Light trap (41) 
Species a bé ME nos ^ | NG る d id 
Anopheles sinensis | 9 1.6 | 8 0.7 | 334 20.7. 
Culex pipiens pallens 12 2.1 20 1.8 154 9.6 - 
C. tritaeniorhynchus summovosus | 67 11.6 88 7.8 723 44.9 
C. pseudovishnui | 12 2.1 48 4.2 82 5.1 
C. bitaeniorhynchus 9 2 .8 5 0.4 37 2.3 
C. hayashii 0 = | 0 - 2 0.1 
C. mimeticus 0 sell 0 EE. 1 0.1 
C. vorax | 1 0.2 0 - 7 0.4 
Aedes albopictus | 133 23.0 397 35.0 7 0.4 
Ae. nipponicus | 0 E 1 3! 0 - 
Ae. vexans nipponii | 61 10.6 29 2.6 79 9 
Armigeres subalbatus | 277 47.9 | 534 47.1 184 11.4 
Uranotaenia bimaculata | 2 0.3 3 0.3 0 - 
Tripteroides bambusa | 2 0.3 1 0.1 0 - 
Total 578 100.0 | 1,134 100.0 1,610 100.0 
Table f. Natural infection with developing and mature larvae of Dirofilaria immitis in female 


mosquitoes collected by three methods, a dog-baited-trap, a human-baited-trap and 
a light trap, at No. 3 district (rural) of Nagasaki City in 1968-1969. 


oe PETENS 1 G 


| No. of mosquitoes 


Mosquito species | infected | | is 

| dissected ; - = —, Total infection 
| Ic Ic+Id Ic+IIa Id-4-IIa Ila IIIb i 

Anopheles sinensis | 149 | 

Culex bipines pallens N uM P|) e ed 

C. tritaeniorhynchus summorosus ! 654 | 1 i ] 0.5 

C. pseudovishnui 51 | 

C. bitaeniorhynchus | 31 | 

C. vorax ! 1 | | 

Ae. albopictus 292 13 1 1 1 16 5.5 

Ae. vexans nipponii 142 1 1 2 | 1.4 

Armigeres subalbatus 528 | | 

Uranotaenia bimaculata 2 

Tripteroides bambusa | 3 


Total 
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Table 7. Natural infection with developing and mature larvae of Dirofilaria immitis in female 


mosquitoes collected by three methods in Nagasaki City in 1968-1969. 


I 


Dog-baited-trap | Human-baited-trap | Light trap 


Mosquito species 


No . of mosquitoes P No.of SE " INo . of mosquitoes " 
dissected infected| ^? | dissected infected; ^^ ‘dissected infected 2 
| 1 | ' 
Anopheles sinensis | 60 0 | | 36 0 | | 491 0 
An. sineroides | 4 0 | 0 : | 2 0 | 
Culex pipiens pallens poaae. dp dens 118 1 0.8| 1,608 28 1.7 
C. tritaeniorhynchus | — 208 0 | CF 55 p | 1.041 ey oe 
Summorosus | Qy GO 0) (0) 
C. pseudovishnui 21 0 11 0 55 0 
C. bitaeniorhynchs | 4 0 | 0 36 0 
C. mimeticus | 1 0 | 0 - 0 - 
C. vorax | 4 0 | 0 11 0 | 
Aedes: albopictus | 445 13 2.9 | 338 8 | 2.4 8 0 | 
ota cate ( (1) | 0-2) (0) | 
Ae. vexans ipponti 143 2 | 1.45 13 0 141 0 
ae | G) , (0.7), 
Ae. japonicus | 1 0 | | 0 - | 0 - 
Armigeres subalbatus 849 0 ; | 821 0 | 78 - 
Uranotaenia bimaculata i 2 0 | 0 | 0 E 
Tripteroides bambusa 2 0 | | 1 0 | 0 - 
Total | 2,964 d ro 1, 394 (0) i 3, 466 cio (0:3) 
Remarks : Figures for mature larvae are shown in parentheses. 
C. EJHENKWRBOEOSXnEZESuueocós 較 種 に つい て の 自然 感染 を 調べ る の に は 適当 な 方 法 で 
り は っ きり し た 傾向 は つか め な い が , 三方 法 の 中 で は ある が , 昼間 活動 性 の 政 , 特に ヒト スジ シマ カ の 自然 
犬 を 誘引 源 と し た トラ ッ プ で 採集 され た も の に 最も 多 感染 を 調べ る の に は 不適 当 で ある . 従っ て , SERO 
く の 収 種 に わた っ て 目 然 感染 が み ら れ た . 人 を 誘引 源 犬 フ ィ ラ リア 自然 感染 を 調べ る BAIA PF 
と し た トラ ッ プ で の 採集 理 は 剖検 個体 数 が アカ イエ カ プ と ライ トト ラッ プ の 両方 法 を 併用 する と こと が 望ま し 
で 特に 少な か っ た と と も あっ て 自然 感染 販 数 は 他 の 方 い . 
法 に 比べ て 少な か っ た . ライ トト ラッ プ は アカ イエ カ 。, 5. 長崎 市 内 に お ける 犬 糸 状 虫 の 伝搬 帳 
コガ タ ア カイ エ カ , シナ ハマ ダラ カ , キン イロ ヤブ カ 第 8 表 は 先 に 述べ た 3 つの 地区 毎 の 採集 明 の 自然 感 
等 主 な 夜間 活動 性 の 四 は 多数 採集 され る の で こと これら の 染 成 績 を , 感染 を うけ て いた 4 MOM ITOWTE 
Table 8. Summary of natural infection with developing and mature larvae of Dirofilaria 


immitis in female mosquitoes collected in Nagasaki City in 1968-1969. 


Natural infection rate | No. of filarial larvae in mosquitoes 


| 
| 
Mosquito species No. of mosquitoes | KA No. of | No. of larvae per mosquito 
| 
| 
| 


] ; ti | mosquitoes 
dissected infected ue D examined Mean | Range 
Culex pipiens pallens ` 2,941 44(12) | 1.2(0.4) | 44 | 4.7(2.3) | 1 - 17(1-7) 
C. tritaeniorhynchus | | | 
enims 1,304 | 5(2) — 040.2) | 5 | 3.62.0) | 1 - 11(1-3) 
Aedes albopictus 791 | 21€1) | 2.0.1) 3 21 | 12.6(1.0) | 1 - 44( 1 ) 
Ae. vexans nipponii 297 | 2€33- 9 0.7(0.3) 1 2 T 30) 3( 3 ) 


Remarks : Figures for mature larvae are shown in parentheses. 
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Table 9. 


Experimental and natural infection rates with developing and mature larvae of 


Dirofilaria immitis in eight common mosquitoes in Nagasaki City. 


ーー ニニ ニニ ーーー 


Experimental 
infection 
rate (%)* 


Mosquito species 


nn = ee 


~ Aedes togoi 75.7 
Ae. albopictus 29.0 
Ae. vexans nipponii 18.1 
Culex pipiens pallens | 21,5 
C. p. molestus 43.9 
C. tritaeniorhynchus 22.5 

summorosus | 
Anopheles sinensis 51.9 
Armigeres subalbatus | 0.0 


No. of female mosquitoes Natural 
infection 
collected dissected infected rate (% 
0 - = a 
1, 307 791 21 2。7 
548 297 2 0.7 
7,860 2,941 44 1.2 
0 - a = 
1,648 1, 304 5 0.4 
1,439 587 0 0 
2,665 1,748 0 0 


* From Suenaga (1972 a, b, 1973) 


と め た も の で , Alcib MAAR, Aul UC (bc P 
有 し て いた フィ ラリ ア 幼虫 数 が 示さ れ て いる . と の 
表 か ら わ か る よう に , HJ, Hic mous 
一 番 多 い の は アカ イ エ カ で , 本 種 が 長崎 市 内 で は 最も 
箇 要 な 伝搬 下 で ある と 思わ れる . FR det do dn 
い が , 自然 感染 率 が 27SERMSEBWE ALTA 
は アカ イエ カ を 次 いで 重要 な 伝搬 敷 で あろ う . コガ タ 
アカ イエ カ と キン イロ ヤブ カ は と れ ら が 多発 する 地区 , 
ある い は 多発 し た 年 に は 多少 と も 伝搬 に 関係 する も の 
と 思わ れる . と の 中 , キン イロ ヤブ カ は 米国 の ミネ 
ソ タ で は 犬 フ ィ ラ リア の 主要 伝搬 表 と みな され て いる 
(Bemrick 他 , 1966). 自然 感 染 表 が 保有 し て いた フ 
ィ ラ リア 幼虫 数 は 民 の 個体 に よっ て 著しく 異な る が , 
全体 と し て は ヒト スジ シマ カ の 場合 を 除い て 比較 的 少 
な く , アカ イエ カ で は 平均 4.7 隻 , コガ タ ア カイ エ カ 
で は 5.6 隻 。 キ ン イ ロ ヤ ブ カ で は 5.0 隻 で あっ た . ヒト 
スジ シマ カ の 場合 に 平均 幼虫 数 が 12.6 隻 と 多かっ た の 
は Tc 期 の 幼虫 を 40 優 以上 も 保有 し て いた 下 が 数 個体 
含ま れ て いた と と (による. しかし, COBUSIA 4 
ラリ ア 幼 虫 を T 期 の 中 期 か ら 後期 に か け て 多数 死亡 さ 
せる こと と が 感染 実験 に よっ て 確認 され て お り (末永, 
1972 b )、 他 の 3 種 の 場合 に も 発育 中 に 多少 の 幼虫 を 
死亡 させ る の で , と の 表 の 括弧 の 中 に 示し た よう に 感 


ま 


犬 糸 状 虫 の 高 浸 淫 地 の 一 つ で ある 長崎 市 内 で 感染 犬 
及び 人 を 誘引 源 と し た トラ ッ プ 及び ライ トト ラッ プ で 
KEREL, 採集 則 の 一 部 を 市 検 し て 犬 フ ィ ラ リア 幼 


染 幼虫 数 は 表 種 に よっ て 平均 1.0 て 3.0 隻 と 極め て 少な 
v. 

第 9 表 は 既報 (Ax 1972 a, b, 1973) の 8 MOK 
に つい て の 実験 感染 率 と 先 に 述べ た 長崎 市 内 に お ける 
自然 感染 率 と を 比較 し た も の で ある . と の 表 か ら わ か 
る よう に , 実験 感染 率 が 最も 高い トウ ゴウ ヤブ カ は 今 
回 の 調査 で は 全く 採集 され て お ら ず , と これ と 対照 的 に 
実験 的 感染 率 が 比較 的 低い ヒト スジ シマ カ や アカ イエ 
カ が 多く 採集 され , 自然 感染 率 も 高い と と は 極め て 興 
味 の あ る と と で ある . 

Keegan ら (1967) は 高知 市 内 及び その 隣接 地域 で 
採集 し た トウ ゴウ ヤブ カ と アカ イエ カ (Culex fatigans 
と し て いる ) に 犬 フ ィ ラ リア 息 期 幼虫 に よる 自然 感染 
を 認め て いる . と の 中 トト ウゴ ウゥ ヤブ カ は 高知 市 附近 の 
樹木 の 茂っ た 山麓 の 丘陵 地帯 の よう な と の 下 が 多 発 す 
る と と ろ で は 犬 糸 状 虫 の 媒介 者 と し て 問題 に な ろう が , 
長崎 市 内 で は 海岸 地帯 の 一 部 に 多少 発生 し て は いる が 
犬 糸 状 虫 の 伝搬 に は ほとん ど 関 係 し て いな いと と が 今 
回 の 調査 に よっ て 明らか に な っ た . と れ に 対し て アカ 
イエ カ は 日 本 各地 の 都市 に 多発 し て いる と 思わ れる の 
€, 長崎 市 以外 の これ ら の 都市 に お いて も 犬 糸 状 虫 の 
主要 伝 埋 骨 と な っ て いる と と が 考え られ る .- 


め 


中 保有 状況 を 調べ た . 市 告 地 区 で は 9 種 の 下 が 採 集 さ 
れ , その 中 アカ イエ カ が 圧倒 的 に 多く , ヒト スジ シマ 
カ も か な り 多 く 採 集 さ れ た . 発育 中 の フィ ラリ アテ 幼虫 
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CO ke dh dub err ao 43:38 個体 (1.8 22) と 
ヒト スジ シマ カ 5 MA 03.2%) で あっ た . 市 街 地 と 
BNE OAM SHUR Cid HOME aN, アカ 
ALA, シナ ハマ ダラ カ , オオ クロ ヤブ カ 及 び ヒ トス 
ジ シ マカ が 比較 的 多かっ た . 犬 フ ィ ラ リア 幼虫 に よる 
自然 感染 骨 は アカ イエ カ 4 個体 (0.522) と コガ タ ア カ 
ALA HA (0.3%) で あっ た . 農村 地区 で は 14 種 
の 軸 が 採集 され , コガ タ ア カイ エ カ , シナ ハマ ダラ カ , 
オオ クロ ヤブ カ 及 び ヒト スジ シマ カ が 比較 的 多かっ 
た . 自然 感染 は ヒト スジ シマ カ 16 個 体 (5.5 久 ), コガ 
タ ア カイ エ カ 5 個体 (0.5%), アカ イエ カ 2 個体 (2. 
4%) 及び キン イロ ヤブ カ 2 個体 (1.4 %) に み ら れ 
た . 3 地区 を 通じ て 感染 幼虫 を 保有 し て いた の は アカ 
イエ カ 12 個 体 ,。 コガ タ ア カイ エ カ 2 個体 , ヒト スジ シ 
マカ 及び キン イロ ヤブ カ そ れ ぞ れ 1 個体 の 合計 16 個 体 


Dt R 達也 


で あっ た . 

以上 の 調査 成績 と 既報 の 普通 理 8 種 に つい て の 感染 
実験 の 結果 と を 考え 合せ る と , 実験 感染 率 は それ ほど 
高く は な い が , 採集 個体 数 が 最も 多く て 自然 感染 遇 数 
も 一 番 多 い ア カイ エ カ が 長崎 市 内 で は 最も 重要 な 犬 糸 
状 虫 の 伝搬 到 で ちる と 考え られ る . 採集 個体 数 は や ゝ 
少な い が , 自然 感染 率 が 最も 高い ヒト スジ シマ カ は ア 
カイ エ カ に 次 いで 重要 な 伝搬 敷 で も ろう . コガ タ ア カ 
イエ カ と キン イロ ヤブ カ は と これら が 多発 する 地区 ある 
い は 多発 し た 年 に は 多少 と も 犬 糸 状 虫 の 伝搬 に 関係 す 
る で あろ う . 実験 感染 率 が 最も 高い トウ ゴウ ヤブ カ は 
市 の 周辺 部 の 海岸 地帯 に 若干 発生 し て は いる が , 少な 
く と も 長崎 市 内 で は 犬 糸 状 虫 の 伝 埋 に は ほとん ど 関 係 
し て いな い . 
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